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1. はじめに 

カーボンナノコイル(CNC)とは螺旋形状を持つ炭素

ナノ繊維のことであり，この特徴的な構造から，ナノ

スプリング[1]やナノインダクタ[2]，磁場発生装置など

様々な分野への応用が期待されている．CNC は主に

Fe-ITO，Fe-Sn触媒から合成される．カーボンナノファ

イバ(CNF)が成長する際にコイル中心軸からみた繊維

断面の内側と外側とで成長速度の違いがある場合にら

せん状構造が形成されると考えられている．構造は主

にアモルファスカーボンである．合成時に用いられる

金属触媒のような不純物の存在は，CNCを用いて作製

するデバイスの挙動に影響を及ぼすため CNC の精製

が必要である．本研究では，硫酸を用いて CNCに付着

した金属触媒の除去を行った． 

 

2. 酸処理による金属触媒の除去[3] 

CNCは研究室内で Fe-Sn混合触媒を用いて化学気相

合成(CVD)法によって合成した[4]．合成した CNC を 5 

M の硫酸に加え，30 分間超音波分散を行い，320℃に

加熱したホットプレート上で 3時間煮沸した．その後，

ろ過により精製した CNC を分散液から分離し，脱イ

オン水で数回洗浄，濾過を行い，乾燥することによっ

て酸処理 CNCを得た． 

 

3. CNCの SEM 観察と熱重量分析 

 酸処理前後の CNC の SEM 観察を行った．Fig. 1 に

酸処理前後の CNCの SEM像を示す．酸処理前に確認

された CNC の先端に位置する白色の触媒粒子は，酸

処理後では確認されなかった． 

また，酸処理前後の CNCの熱重量分析(TGA)を行い，

重量(%)より触媒等の残渣の重量比較を行った．Fig. 2

に酸処理前後の CNC の温度に対する重量変化の結果

を示す．酸処理前の試料では，1000˚Cまで加熱すると

残渣が確認できた．500–700℃における重量減少は，

CNC の燃焼によるもので，炭素は全て燃焼するので残

渣は Fe/Sn であると判断できる．酸処理前の残渣が

12.5 %であるのに対し，酸処理後では 2.5 %となった．

約 10%の差異が酸処理によって金属触媒が除去された

ことを示している． 
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Fig.1  SEM image of CNC before and after acid treatment. 

 

Fig.2  TGA results before and after acid treatment. 
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